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世界的なニュー スと なっていたタイ 王国 のチェ

ンライ県にある タム ルアン洞窟に閉 じ込 められ

ていた少年たち  13 人が無事救出されました。  

6 月 23 日に不明となってから  7 月 2 日に全員の

無事が確認されるまでと  7 月 10 日に救出完了  

まで 18 日間  時間的なことや救援物資を運んだ

プ ロ 級 の ダ イ バ ー で す ら 犠 牲 に な っ た こ と を  

考えれば奇跡的 な救 出活動であった と報 道され

ていました。そんな救出活動に日本の高輝度蓄光

式避難誘導標識 が有 効に活用された とい うアナ

ウンスが届きました。  

 

日本の技術の結晶  

使われたのは福島県川内（かわうち）村で生産された  コドモエナジー株式会社（本社  大阪

市旭区）の蓄光商材「ルナウェア」で高輝度蓄光式避難誘導標識として利用されている商品   

です。セラミック製品で床面設置が可能なもので技術の基になっているのは佐賀県の有田焼の

技 術 と な っ て い ま す 。 有 田 焼 の 透 光 性 の 高 い 釉 薬 （ ゆ う や く ） は 蓄 光 材 料 と の 相 性 が よ く    

発光輝度の高い商品を造るには適したセラミックといえます。さらにセラミックであることを

活かして耐水性や耐火性に優れていることも大きな特徴になっています。印刷技法も独自の  

技術があり  光沢のある高級感を備えた商品になっています。  

今回の救出は当初  ポンプによる排水や地上か

ら の 掘 削 な ど 検 討 が 重 ね ら れ た も の の 結 局 は  

洞窟内潜水救出しかないとの判断になったよう

です。その上で  タイ王国の軍や警察  対策本

部 が 水 の 中 で も 光 る こ と や 救 出 現 場 で の 照 射  

条件でも  10 数時間光り続けることを確認した

のち  救出順路や洞窟内の灯りとして救出前日

に  少年たちのいる場所や救出順路や水中にも

持ち込んで  救出当日にはダイバーのヘルメッ

トや足ひれにも装着して少年たちにも持たせて

救 出 活 動 を 実 行 し た と 報 じ ら れ て い ま し た 。   

ともあれ無事救出されて本当によかったです。  

ニッセンケン分室「思いつきラボ」 No.117 

タイ洞窟少年救出に 

蓄光商材「ルナウェア」が・・・ 
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屋外避難誘導標識の基準  

現在の蓄光性能を有した標識は  屋外使用の場合  720 分継続して 光っていなければ基準を  

満たせないものになっています。 720 分は 12 時間ということですので  これは最悪のケース

を想定して冬場の 18 時頃災害が発生しても  翌朝の  6 時まで光って見えるという規格になっ

ています。屋内の避難誘導標識の規格は  60 分までの測定となっていますが  いまでは  720 分

まで継続して光るまで性能は上がっているのです。「ルナウェア」はもちろん基準を満たした

商品なので  救出現場での照射条件でも  10 時間以上の発光が可能だったのです。  

 

もうひとつ「ルナウェア」でなければできなかったと思われること は水中で配置して光ると  

いう条件に適していたということにあります。もともとセラミック製ですので重量もあり生活

陶器として使用されるのに  水には強いということになります。実際の濁流のなかで僅かにで

も矢印の向きが視認できれば救出の順路方向を間違えずにすみます。水の流れがあるところで

水底に配置をするにはある程度の重量がないと流されてしまいます。さらに充分励起させてか

ら水の中に持ち込んでも光りますので  今回の事前確認も問題は無かったと考えています。  

 

本来  避難誘導標識は施設設置が前提となりますが  今回の事例で暗所での捜索活動に有効

ということが証明されました。火事の鎮火の後の施設内の検証や夜間の山の中や暗所での捜索

などに  帰路に迷わないように矢印の付いた 高輝度蓄光式避難誘導標識があれば心強いもの

になります。蓄光商品に関しては輝度性能にしても残光性能にしても日本は最高レベルの技術

を有しています。 今回のニュース報道で海外にも蓄光商材「ルナウェア」が注目されたこと

と思いますので国内だけでなく海外でも普及が進むことを期待しております。筆者としても  

初期の開発から知っている商品なのでことのほか嬉しいニュースとなりました。  

異常気象のせい・・・  

雨季とはいいながらも大雨によって水位があがって洞窟から出られなくな ったのも異常気象

のせいかもしれません。アメリカで  52℃  ノルウェーの北極圏で  30℃超え  欧州での洪水な

ど世界的におかしくなっています。我が国でも  気温が埼玉県熊谷市で  41.1℃の国内最高記録

が出たり経験したことのない本州の東から西へのさらに九州に渡ってから北から南への台風

など思いつきラボでも書ききれないほどの異常な現象がおきています。猛暑に関しては間違い

なく地球温暖化であることを示しています。温暖化をすぐに止める手だてもありませんので   

猛暑  災害をうまくかわすよう個人で考えるしかありません。筆者もクールビズ用のシャツを

作製してみました・・・画像を見てもらえれば涼しさが伝わると思います。（違うと思います

が・・・）  

原稿担当：竹中  直（チョク）  

←筆者作製   

2018 年クールビズシャツ  

参考  

タイの救出に使われた「ルナウェア」の  

コドモエナジー株式会社  

のホームページはこちらです。  

    www .codomo-e .co . j p/  

http://www.codomo-e.co.jp/

